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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】令和1年10月31日(2019.10.31)

【公開番号】特開2018-46445(P2018-46445A)
【公開日】平成30年3月22日(2018.3.22)
【年通号数】公開・登録公報2018-011
【出願番号】特願2016-180488(P2016-180488)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｒ   1/10     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｒ    1/10     １０３　

【手続補正書】
【提出日】令和1年9月11日(2019.9.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　軸部２２、２３は、左ハウジング１１の２つの軸孔に回転可能に嵌る。その結果、左イ
ヤピース１０は、軸部２２、２３を回転軸とする所定の角度範囲内で、左ハンガー２０に
揺動可能に支持される。軸部２２、２３の内部は、左ハウジング１１の内部と、筐体部２
１の内部と、に連通する。連結孔２１ｈは、筐体部２１の内部に連通する。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　筐体部３３ａは、中空の略直方体状である。軸部３３ｂは、左ハンガー２０を回転可能
に支持する。軸部３３ｂは、略円筒状である。軸部３３ｂは、第１連結部３３の下端に配
置される。筐体部３３ａの内部は、軸部３３ｂの内部と連通する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９０】
　第２信号線１０２は、第４配線溝３４ｂと信号線挿通路４８の間と、信号線挿通路４８
と、に配線される。第２信号線１０２のうち、第４配線溝３４ｂと信号線挿通路４８との
間に配線される部分（以下「第２信号線移動部」という。）１０２ａは、リブ４３の近傍
で進退移動方向に直交する方向（本実施の形態では前方）に曲がる。すなわち、リブ４３
と第２ボス部４５との間に挿通される第２信号線１０２の挿通方向は、進退移動方向とは
異なる。第２信号線１０２は、信号線挿通路４８において、進行方向に曲がる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９１
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【００９１】
　第２信号線移動部１０２ａは、左スライド部３０の進退移動に応じて、移動する。第２
信号線移動部１０２ａの移動については、後述する。第２信号線移動部１０２ａの長さは
、左スライド部３０の進退移動距離よりも長く設定される。そのため、第２信号線１０２
は、左スライド部３０が進退移動しても断線しない。
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